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現在、工学研究科内には産学連携と新学術領域の創出を見据えた
7つの工学研究科付属研究センターが設置されています。世界的
に先導的な役割を果たすため、様々な研究分野の活躍が期待され
ています。

工学研究科付属研究センター

統合バイオリファイナリーセンター
（Integrated Bio-refinery Research Center）

持続可能社会の実現には再生可能なバイオマス資源からバイオ燃料、バ
イオ材料、有用化学製品、医薬品・食品などの多種多様な化合物を統合的
に生産する「統合バイオリファイナリー」の確立が急務です。まず、前処理
を施した草本系・木質系バイオマスを、セルラーゼなどによってグルコー
スなどの炭糖、及びキシロースなどの炭糖にまで分解します。そして、高
機能化された微生物を用いた発酵により、アルコールや有機酸などから
なる基幹化合物（ビルディングブロック）を生産します。この複合的な工
程において、発酵生産までを生物機能を用いたバイオプロセスで行い、続
いて得られたビルディングブロックを化学プロセスにより汎用化成品や
高付加価値製品に変換していきます。バイオマスからの燃料や多様な化
学物質生産に

関しては、世界的に研究開発が進められています。本拠点の研究活動
は、日本の大学では唯一設立された、この分野の研究センターです。神
戸大学では農学・工学・理学における最先端の諸学理を「統合」して生
物反応の根本的な解明を図る基盤的な研究を推進し、その成果を活用
して高機能化されたスーパー酵素や細胞工場の設計・創製、そして低
エネルギーで革新的なプロセスを開発する、プラットフォームを構築
しています。
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昨今のナノテクノロジーやバイオテクノロジーにおける取り扱いを見る
までもなく、材料の機能は外界と接する界面での現象に支配されていま
す。したがって、界面を基盤とした‘ものづくり’の戦略が必要不可欠とな
ります。　当センターでは、「界面」をキーワードに教育・研究分野の横断
的な研究ユニットを形成することで、界面現象に関わる基盤研究を推進
し、次世代のものづくりに繋がる研究シーズの創出をめざしたいと考え
ています。この際、従来型の応用化学、機械工学、電気電子といった専攻
や分野縦割り的な枠組みをあらたな座標軸からの視点で見直すことで新
学術領域を創出し、既存の組織からは出てくることのない斬新な産官学
連携の芽を築

くことが期待できます。したがって、本センターが界面機能の創出を
ものづくりに繋げる連携を推進するための新たなる拠点となり、基盤
研究から発信されたシーズの「ものづくり」への展開が円滑になるこ
とを期待しています。本センターに関連したプロジェクトとして、科
学研究費、JST戦略的創造研究推進事業CREST、先端的低炭素化技術開
発ALCA、内閣府戦略的イノベーション創造プログラムSIP、新エネル
ギ・産業技術総合開発機構NEDO、未来社会創造事業、参画研究者の民
間との各種共同研究などを推進しており、過去五年間で7億円以上の
外部資金を獲得しています。

界面科学研究センター
（Research Center for Interface Science）

気体・液体・固体の混ざった流れ（混相流）や粘弾性を有する「複雑」な流体、渦・乱れ・波や構造物などを含む「複雑」な流れ、化学
反応や相変化および熱や物質の輸送を伴う「複雑」な熱流体現象、環境や人感に関連する「複雑」な熱流体制御などの様々な複雑
熱・流体現象は非常に多くの工業分野で複合的に利用・応用されています。当センターは、工学研究科を中心とした横断的な研究
グループであり、幅広い分野における複雑熱流体現象に関する研究を統合し、俯瞰的に推進することにより、基盤教育・先端研究
の推進と次世代の研究分野の創出を目指します。
本センターでは、従来型の建築学、市民工学、機械工学、応用化学といった専攻・分野縦割り的な枠組みを新たな座標軸からの視点
で見直し、新しい学術領域を創出することで複雑な熱流体現象に関する総合的な工学的基盤の確立を目指します。また、参画する

研究者が連携により、既存の組織からは出てくること
のない斬新な技術、産官学連携の芽を築くことにより、
革新的な生産、環境、エネルギー関連技術を構築し次世
代のサステイナブル社会の形成に貢献することを目指
します。

複雑熱流体工学研究センター
（Complex Fluid and Thermal Engineering Research Center）

工学研究科付属研究センター
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超スマート社会では、必要なもの・サービスを、必要な人に、必要な時に、必
要なだけ提供し、社会の様々なニーズにきめ細かく対応できることが求め
られます。これを実現するには、サービスプラットフォームに供すること
ができる新たな価値を創出する基盤技術の強化が不可欠です。当センター
においては、これまでにないスマートな物質による分子レベルのセンシン
グからデバイスレベルのセンサー技術の研究開発プラットフォームを構
築するため、医学・農学・数理情報などとの異分野融合型研究とグローバル
な共同研究を通じてオープンサイエンスを実現します。特に、医療応用、エ
ネルギー利用、極限環境で使用される複合物質・材料に関する基礎研究を
強力に推進して、新たな価値の創出を強力に進めます。

学内・国内外との積極的な共同研究を通じて目的の成果を確
実かつ効果的に達成することを目的の第一とする柔軟な組織
の研究センターであり、新たな視点で見直し、先端のスマート
物質・材料に関する新学術領域を創出することで神戸大学の
強みを一層強化することが期待でき、産官学連携に重きを置
く学内の他研究科やセンター群と連携し成果の受け渡しをす
ることで成果の社会実装に貢献します。

先端スマート物質・材料研究センター
（Research Center for Advanced Smart Materials）

巨大地震、巨大台風、津波などに対して、都市は被害低減にとどまらず回復力（レジリエンス）の高さが求められており、構造工学
の各分野はレジリエント構造の実現を目指しています。それらの研究を総合して都市レベルでレジリエンスを向上させる研究
が不可欠です。また神戸大学においては近年、振動台や高速アクチュエータの導入が進んだので、これらの設備を最大限に活用
してレジリエント構造の研究を推進します。さらに国際的に共通化できる標準的な性能検証方法を提案することを目的として、
国内外の機関とも連携し、災害に強い未来都市の創生を強力に推進します。
都市を構成する個々の構造物の課題だけではなく、各種の構造の技術が適材適所に役割を果たすことで、都市インフラ全体とし
てのレジリエンスを向上させることが可能となります。そのために、多様なハザードに対して求められるレジリエント構造の提
案を、センターベースで組織的に実施します。さらに国際的に研究資源の有効活用を図るため、アウトプットを共有し、レジリエ
ント構造研究の国際的なリーダーシップを保持することを目指します。

レジリエント構造研究センター
（Resilient Structure Research Center）
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国産医療用デバイスの創製は喫緊の社会的要請とさ
れています。本研究センターでは工学研究科の研究
シーズを「使われる医療デバイスならびにシステム」
の創製へ結実させることを目的としています。その活
動として、医療デバイス創製に向けた工学基礎研究お
よび臨床適用に堪えるデバイスを具現化するための
応用研究を推進し、新しい学問・研究領域を先導しま
す。また、大学発ベンチャー企業との連携により、神戸
大学発の研究成果を社会実装するための研究開発を
加速します。

臨床応用の大きな出口の一つとして、外科や内科で用
いられる医療用デバイスの創製を目指しています。こ
こでは、新しい医療用材料の開発研究のみならず、生
体内で起こる力学的応答や体液循環などの物質移動
を理解するための基礎研究、医療用デバイスの精密加工技術、マイクロプロセス技術、手術用ロボティクス、ナノマテリアルの創
製など各種システムを構築するための応用研究に精通している工学系教員が中心となり、研究を先導します。また、本学医学系
教員との間で、実用化に向けた取り組みの方向性や着地点を協議することにより、臨床応用研究を推進しています。最終的には
医療機器製造販売企業との連携により、社会実装のスピードアップを図ります。

医療デバイス創製医工学研究センター
（Medical Device Fabrication Engineering Center）

＜災害に強い、しなやかな社会の創造をめざして＞
災害に対して回復力、復元力（レジリエンス）を発揮できるしなやかな都市は同時に住みやすい都市（リバブルシティ）でなければ
なりません。こうした社会環境を実現していくためには、都市空間を形成する物的環境のみならず、人々の行動や規範、制度なども
含めた統合的な視野に立ち、学術的な知見や研究成果を実装していく「デザイン」が求められます。神戸大学において培われ、蓄積
されてきた減災社会実現のための様々な知見を、「デザイン」を通して社会実装していく手法の開発を行っていくための研究拠点
として、国内外の機関と相互補完し、国際的な視野で安全・安心な世界の実現へ向けたネットワークを構築します。同時にCResD
は神戸大学の機能強化プロジェクトの一つ「未来世紀都市学」研究ユニットに参画し、文理融合の更なる進化に取り組みます。

減災デザインセンター
（Center for Resilient Design （CResD））
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神戸大学工学部では、高校生を対象に毎年 月に学部
や各学科の紹介や参加者との交流を目的として、オー
プンキャンパスを実施しています。日ではあります
が、大学での教育・研究に触れてもらえるように、研究
室見学ツアー、体験実習、体験講義など各学科独自の企
画が準備されています。オープンキャンパスの日程に
ついては、工学部ホームページをご参照下さい。

［建築学科］模擬設
計

［市民工学科］自然の中の渦と流れの実験
［市民工学科］自然の

［電気電子工学科］研究室見学

の中の渦と流れの実験然の

［機械工学科］実験室
見学

学科］研究室見学

［応用化学科
］模擬講義

［機械工学

［情報知能工学科］研究室見学

アクセスマップ

キャンパスマップ

大阪国際空港

神 戸 空 港

関西国際空港
JR関西空港線

JR東西線

阪急神戸線

阪神電鉄
JR神戸線

神戸新交通
ポートアイランド線

神戸市営
地下鉄

阪急宝塚線

大阪モノレール

JR大阪環状線

大阪市営
地下鉄

南海空港線

新神戸

三　宮
御　影

六甲道
六　甲

尼　崎

天王寺

難　波

京　橋

大　阪

十三

蛍　池

新大阪

河原町

京　都

( 梅田 )

神戸大学

六甲道

六　甲

新在家 御　影

神大文理農学部前

農学部
文学部

理学部

工学部

経済学部

法学部

経営学部

神大正門前

至大阪

至大阪

至大阪

至大阪

至三宮

阪神本線

阪急神戸線

JR神戸線

国道 号線至三宮

至三宮

至三ノ宮

神大国際文化学部前

最寄り駅から工学部まで
徒　　歩：阪急「六甲」駅から約 ～ 分
バ　　ス：阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、阪急「六甲」駅から神戸市バス 系統「六甲ケーブル下」行

に乗車し、「神大国際文化学研究科前」下車
タクシー：阪神「御影」駅から約 ～ 分／ JR「六甲道」駅から約 ～ 分／阪急「六甲」駅から約 ～

分

Access Map

Campus Map ●お問い合せ先

神戸大学大学院工学研究科
教務学生係

〒  神戸市灘区六甲台町１ １
TEL.

e-mail
eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp

工学部・工学研究科ホームページ
http://www.eng.kobe-u.ac.jp/
神戸大学ホームページ
http://www.kobe-u.ac.jp/

Open
campus

オープンキャンパス

KOBE UNIVERSITY

Graduate School of Engineering / 
Faculty of Engineering, 

「うりボーロード」とは学生、教職員並びに工学部を訪れる方が、
安全かつ快適に来校するため又工学部から他のキャンパスへス
ムーズに移動できるよう設置された遊歩道です。
「うりボー」とはイノシシの幼獣のことで、愛らしい姿からそう呼
ばれています。ばれています。

シシの幼獣のことで、愛らしい姿からそう呼

工学部学舎
自然科学総合研究棟（3号館）
自然科学系図書館
情報基盤センター（本館）
情報基盤センター（分館）
システム情報学研究科棟
工作技術センター
都市安全研究センター
先端膜工学研究拠点
研究基盤センター（機器分析部門）
本部事務局，保健管理センター

9

9

2 0 1 9

国際人間科学部

国際人間科学部

神大人間発達環境学研究科前

神大国際文化学研究科前
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神戸大学工学部では、高校生を対象に毎年 月に学部
や各学科の紹介や参加者との交流を目的として、オー
プンキャンパスを実施しています。日ではあります
が、大学での教育・研究に触れてもらえるように、研究
室見学ツアー、体験実習、体験講義など各学科独自の企
画が準備されています。オープンキャンパスの日程に
ついては、工学部ホームページをご参照下さい。

［建築学科］模擬設
計

［市民工学科］自然の中の渦と流れの実験

［電気電子工学科］研究室見学 ［機械工学科］実験室
見学

［応用化学科
］模擬講義 ［情報知能工学科］研究室見学

アクセスマップ

キャンパスマップ

大阪国際空港

神 戸 空 港

関西国際空港
JR関西空港線

JR東西線

阪急神戸線

阪神電鉄
JR神戸線

神戸新交通
ポートアイランド線

神戸市営
地下鉄

阪急宝塚線

大阪モノレール

JR大阪環状線

大阪市営
地下鉄

南海空港線

新神戸

三　宮
御　影

六甲道
六　甲

尼　崎

天王寺

難　波

京　橋

大　阪

十三

蛍　池

新大阪

河原町

京　都

( 梅田 )

神戸大学

六甲道

六　甲

新在家 御　影

神大文理農学部前

農学部
文学部

理学部

工学部

経済学部

法学部

経営学部

神大正門前

至大阪

至大阪

至大阪

至大阪

至三宮

阪神本線

阪急神戸線

JR神戸線

国道 号線至三宮

至三宮

至三ノ宮

神大国際文化学部前

最寄り駅から工学部まで
徒　　歩：阪急「六甲」駅から約 ～ 分
バ　　ス：阪神「御影」駅、JR「六甲道」駅、阪急「六甲」駅から神戸市バス 系統「六甲ケーブル下」行

に乗車し、「神大国際文化学研究科前」下車
タクシー：阪神「御影」駅から約 ～ 分／ JR「六甲道」駅から約 ～ 分／阪急「六甲」駅から約 ～

分

Access Map

Campus Map ●お問い合せ先

神戸大学大学院工学研究科
教務学生係

〒  神戸市灘区六甲台町１ １
TEL.

e-mail
eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp

工学部・工学研究科ホームページ
http://www.eng.kobe-u.ac.jp/
神戸大学ホームページ
http://www.kobe-u.ac.jp/

Open
campus

オープンキャンパス

KOBE UNIVERSITY

Graduate School of Engineering / 
Faculty of Engineering, 

「うりボーロード」とは学生、教職員並びに工学部を訪れる方が、
安全かつ快適に来校するため又工学部から他のキャンパスへス
ムーズに移動できるよう設置された遊歩道です。
「うりボー」とはイノシシの幼獣のことで、愛らしい姿からそう呼
ばれています。

工学部学舎
自然科学総合研究棟（3号館）
自然科学系図書館
情報基盤センター（本館）
情報基盤センター（分館）
システム情報学研究科棟
工作技術センター
都市安全研究センター
先端膜工学研究拠点
研究基盤センター（機器分析部門）
本部事務局，保健管理センター

9

9

2 0 1 9

国際人間科学部

国際人間科学部

神大人間発達環境学研究科前

神大国際文化学研究科前



神戸大学
大学院工学研究科

工学部
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